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目的：岩手県沿岸部のＴ村は人口 4000 人余の農漁村であるが 2011 年 3 月 11 日の東日
本大震災で大きな被害を受けた．仮設団地に住む人々の多くはそれまで行ってき
た重要な作業と住み慣れた環境を失い、不安定な生活を余儀なくされている．こ
の研究ではこの村の被災者で T 仮設住宅に住む人々を対象に、その人にとって重
要で意味ある作業や役割、楽しみ活動を開発することを通して心身の健康を取り
戻すための支援を行うことを目的とした．  
方法：対象： T 村 T 仮設団地在住の S 地区女性部メンバー約 20 名  
 作業の選択：前年度の「研究その 1」の最終回に行った希望する作業に関するｱﾝｹｰﾄ
結果を元に実施する作業内容を決めた．また、訪問時その都度話合いを行い次回
の作業内容を決めた．その結果、物作り＋歌の集い＋話合いを行うことになった． 
結果：訪問１：2013 年 7 月 14，15 日：実施内容：今年度の予定説明．作業：樹脂粘
土のｱｸｾｻﾘｰ作り．歌の集い．ﾃｨｰﾀｲﾑ．こどもの集い．参加者 19 名．訪問者 4 名 
  訪問２：8 月 20、 21 日：作業：樹脂粘土作品のｱｸｾｻﾘｰ組み立てと自由作品  
  話合い（ﾜｰﾙﾄﾞｶﾌｪ方式）今後してみたいこと．参加者 21 名．訪問者 5 名 
  訪問３：11 月 9，10 日：実施内容：スパゲッティ、グラタン、クッキー作り、コー
ラス．講話と話合い：高齢者の生き方について．参加者 :20 名．訪問者 7 名 
 ｱﾝｹｰﾄに見る参加者の感想：これまでで行ってきた前年度からの作業の意味について
は、２度のアンケートの自由記載欄から見ることが出来た．内容は次の３つに分
けられた．１）個々の作業名、をあげ、それらが「楽しかった、嬉しかった、感
激した、すっきりした」などの感想．２）「様々な作業に沢山挑戦できた」ことで、
「うれしさ、楽しさがあり、元気が出る」という感想．３）作業によるスピリチュ
アルな経験、例えば「今までのどの講座も気持ちが充実しました．美しいもの、
素晴らしいことにふれると感動の涙が出てきて、もしかして先生方の療法の成果
ではないかと思われます」などである．樹脂粘土作りは、その後、販売にも結び
つき、ﾒﾝﾊﾞｰだけによる作成も行われるようになった．一方、他者からしてもらう
だけでなく自分達で主体的に何かしたいという考えも語られるようになり、この
ことが講座と今後の生き方についての話合いという希望にも示されている．  
考察： 2 年間の活動を通して、対象者の希望に沿って種々の作業を行ってきた．対象
者は同じことを繰り返し行うよりも次々と新しい作業に挑戦したい、やってみた
いという希望が多いように思われ、それに応えるようにしてきた．そのような中
から今年度は商品に結び付く可能性のある作業として樹脂粘土のｱｸｾｻﾘｰを見つけ
ることができ、また参加者が、今後の生き方のヒントを得たいと考えていること
が明らかになった．この課題に今後どのように応えられるか取り組んでゆきたい． 
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